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!照射源には 137Cs-r 線を用い， 500r/mÎn の線菅平で 10kr から 700kr の線量を試料に与えた。
卜電子スピン共鳴














3. 遊離基は SH と関連があるものと考えられる。
4. ヘモグロビン水熔液にも T線照射により相当量の遊離基が生成される。
H. SH 電流滴定
空気rì1 の被照射ヘモグロビン粉末では ， 100kr までは total SH 量 (SH量十 SS量)と SS 量の減少が
みられる。それ以J二の線量に対してはほとんど増減がみられなかった。真空中では， SH量， SS 量と
もに，従って total SH 量も与えた線量に応じて指数的に減 G ， その程度は空気中の場合に比べて大き
い。水伝子液で、は SS 量が増加し SH 量が減少した。
経時的には，粉末試料の場合はやがて照射前試料の水準に戻るが，水路液では totalSH 量は減少した
ままほぽ一定であった。
1. ヘモグロピン粉末の照射により， totalSH 量， SS 量，また真空中では同時に SH 量の減少が認め
られた。
2. 酸素効果が認められた。
3. 照射による SH の変化は解離，遊離主主:の生成とその後の再結合の過程であると推論する。




1. ヘモグロピン粉末を照射して起る初期の物理化学的変化のーっとして， S ラジカルの生成が考え
られる口














乙の論文の目的は，生体高分子物質であるヘモグロビンを対象として T 線照射を行なし、，遊離基と SH
とにどのような変化が生じるかを検討することにある。乙の目的に従い，主として電子スピン共鳴吸収法
と SH 電流滴定法が用いられた。
1. 粉末試料では，遊離基の生成と SH の減少とが鏡像をなすことを見出し，放射線作用の初期の物









る。酸素効果は遊阿倍E と SH のいずれの変化にも関与しており，遊離誌の場合には酸素と遊離去のがifT
によって不可逆的な変化を生じ，そのために生物学的影響を生ずるに至るという考え万が述べられている。
また SH にみられる変化が照射中ないし照射後早い時間のものである点， SH 保護物質が!照射前投与に
よらねば有効でないという重要な性質と矛盾しないこと指摘し，その作用機構に S ラジカルが関与して
いる可能性を提起している。
ζのように，この論文では分子レベルの変化を主題としつつ，生物レベルの変化との関連が示されてお
り，今後の研究の方向に有力な示唆を与えるものである口
つ山
